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￥お
り
よ
の
真
北
顛

練馬区教育委員会

生　涯　学　習　課

（文　化　財　係）

℡　3　9　9　3　－1111

〒17　6　－　8　5　01

練馬区豊玉北6－12－1

マ
ル
バ
ヤ
ナ
ギ
は
川
岸
や
池
沼
な
ど
低
地
の

湿
地
に
多
く
生
育
し
ま
す
。
河
川
改
修
な
ど
に

よ
り
湿
地
だ
っ
た
面
影
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ

の
二
株
は
、
も
と
は
豊
富
な
湧
き
水
が
あ
っ
た

井
頭
池
の
水
辺
に
生
育
し
た
も
の
で
、
水
辺
植

物
と
し
て
特
徴
的
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
区

内
で
は
大
き
な
ヤ
ナ
ギ
で
す
。

平
良
1
5
年
度
　
新
た
に
指
定
・
登
録
し
た
文
化
財
を
紹
介
し
ま
す

木
下
牽
卑
官
〓
尭
・
5
3
鬼
）

登
録
有
形
東
経
財

練
馬
区
文
化
財
保
護
条
例
に
基
づ
き
、
平

成
1
6
年
3
月
1
0
日
、
新
た
に
練
馬
区
の
文
化

財
と
し
て
「
井
頭
の
ヤ
ナ
ギ
」
を
指
定
し
、
「
小

林
家
住
宅
」
な
ど
7
件
を
登
録
文
化
財
と
し

ま
し
た
。

条
例
を
施
行
し
た
昭
和
6
1
年
度
か
ら
、
こ

れ
ま
で
に
登
録
し
た
文
化
財
は
1
5

0
件
と
な
り

ま
し
た
。
さ
ら
に
登
録
し
た
文
化
財
の
な
か

で
も
、
学
術
的
価
値
が
特
に
高
く
、
区
の
文

化
財
と
し
て
重
要
な
も
の
を
毎
年
指
定
し
て

お
り
、
今
回
で
3
7
件
と
な
り
ま
し
た
。

指
定
、
登
録
文
化
財
は
学
識
経
験
者
で
構

登
録
文
化
財
は
文
化
財
登
録
台
帳
に
記
載
さ
れ
、

条
例
に
基
づ
く
保
護
や
活
用
の
対
象
と
な
り
、

文
化
財
説
明
板
の
設
置
や
修
理
　
（
指
定
文
化

財
に
限
る
）
　
な
ど
の
際
に
、
区
が
補
助
を
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

♯
頭
の
ヤ
ナ
ギ
（
二
抹
）

祐
乗
兎
塵
免
恕
痕

成
す
る
練
馬

区
文
化
財
保

護
審
議
会
の

意
見
に
基
づ

き
、
所
有
者

の
同
意
を
得

て
教
育
委
員

会
で
決
定
し

て
い
ま
す
。

審議の様子（古文書調査）

練
馬
区
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
（
第
九
期
）

浅
井
潤
子

品
田
　
穣

柴
辻
俊
六

菅
野
久
子

副
島
弘
道

松
下
正
己

森
　
公
章

山
崎
　
弘

元
国
立
史
料
館
教
授

元
文
化
庁
調
査
官

早
稲
田
大
学
講
師

成
城
大
学
名
誉
教
授

大
正
大
学
教
授

元
区
史
編
纂
委
員

東
洋
大
学
教
授

近
世
史

保
全
生
態
学

中
世
史

民
俗
学

美
術
史

地
方
史

古
代
史

工
学
院
大
学
名
誉
教
授
　
建
築
史

●
所
在
地
区
立
大
泉
井
頭
公
園

【
東
大
泉
七
丁
目
三
四
番
】

楕
円
形
の
成
業
が
つ
く
マ
ル
バ
ヤ
ナ
ギ
で
、

白
子
川
の
源
流
と
さ
れ
る
井
頭
池
の
川
岸
に
生

育
し
た
も
の
で
す
。
井
頭
橋
の
際
に
あ
る
も
の

は
高
さ
6
・2
m
、
上
流
の
も
の
は
高
さ
8
・
8
m
を
計

り
ま
す
。

．
●
所
在
地
　
郷
土
資
料
室

江
戸
時
代
に
川
越
街
道
下
練
馬
宿
（
現
北
町

一
・
二
丁
目
）
　
の
本
陣
を
経
営
し
、
名
主
を
勤

め
た
木
下
家
の
文
書
類
で
す
。
寛
永
1
9
年
　
（
一

六
四
二
）
　
か
ら
明
治
期
ま
で
の
も
の
で
、
金
乗

院
　
（
錦
二
丁
目
）
　
と
木
下
家
に
関
わ
る
も
の
や

土
地
証
文
な
ど
が
多
く
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
寛

延
3
年
　
（
一
七
五
〇
）
　
の
文
書
に
は
　
「
御
殿
」

の
地
名
が
記
さ
れ
て
お
り
、
当
時
の
地
名
が
分

文
化
財
を
ご
覧
に
な
る
と
き
は
、
所
有
者
や

周
囲
の
方
々
の
迷
惑
と
な
ら
な
い
よ
う
ご
配

慮
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
公
開
さ
れ
て
い
な
い

も
の
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

か
り
ま
す
。

江
戸
期
の

下
練
馬
村
の

様
相
を
知
る

こ
と
が
で
き

る
大
切
な
資

料
で
す
。

※
常
時
展
示

し
て
い
ま
せ

ん
。

一
塁
轟
賢
輿
弾
摘

・
隼
バ
済
輿
畠

鮒≠■■｛l脚一●‥叫一八小■州‥い

∬
冥
い
∴
ポ
∵

㍗
…
㌫
鶴

仕
か
人
音
鳥
乾

缶
．
ハ
・
長
戸

J
そ
望

寛延3年の替地証文（かえちしょうもん）
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宮
♯
磯
子

魯
餐
象
形
民
俗
文
化
財

し
た
が
、
戦
争
で
中
断
、
昭
和
2
9
年
　
（
一
九
五

四
）
　
に
春
日
町
の
方
々
が
田
柄
聯
子
か
ら
習
い

再
興
し
た
聡
子
で
す
。
現
在
は
春
日
神
社
の
祭

礼
や
地
域
の
祭
り
な
ど
で
演
じ
て
い
ま
す
。

●
保
持
団
体
　
貫
井
磯
子
保
存
会

貫
井
、
高
桧
地
域
に
伝
わ
る
田
渕
流
、
中
間

（
ち
ゅ
う
ま
）
　
の
祭
磯
子
。
明
治
期
に
鷺
宮
嚇

子
か
ら
習
い
成
立
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
は
貫
井
町
会
と
地
元
の
小
・
中
学
生
な
ど

が
保
存
会
に
参
加
し
、
地
域
の
祭
り
な
ど
で
演

じ
て
い
ま
す
。

信
士
礼
金
磯
子

登
薇
鼻
形
風
格
文
化
財

貫井町祭礼にて（平成15年9月）

●
保
持
団
体
　
富
士
見
台
磯
子
連
中

富
士
見
台
地
域
に
伝
わ
る
神
田
流
、
大
間
の

祭
磯
子
。
明
治
期
に
石
神
井
川
南
岸
で
成
立
し

た
聡
子
で
、
昭
和
3
9
年
（
一
九
六
四
）
　
の
町
名

変
更
後
、
富
士
見
台
磯
子
と
称
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
現
在
は
谷
原
地
区
祭
な
ど
で
演
じ

て
い
ま
す
。

各
席
磯
子

各
線
象
形
民
俗
文
化
財

春
田
呵
磯
子各

館
鼻
形
民
俗
真
北
財

●
保
持
団
体
　
谷
原
嚇
子
保
存
会

谷
原
、
高
野
台
地
域
に
伝
わ
る
井
草
磯
子
の

中
通
り
磯
子
系
、
中
間
の
祭
磯
子
。
明
治
期
に

井
草
磯
子
か
ら
習
い
成
立
し
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
締
太
鼓
の
内
側
に
は
明
治
3
1
年
（
一

八
九
八
）
、
谷
原
川
北
磯
子
連
中
と
記
さ
れ
て

い
ま
す
。
現
在
は
氷
川
神
社
（
高
野
台
一
丁
日
）

の
祭
礼
な
ど
で
演
じ
て
い
ま
す
。

●
保
持
団
体
　
春
日
町
磯
子
連

春
日
町
地
域
に
伝
わ
る
神
田
流
、
大
間
（
お

お
ま
）
　
の
祭
輝
子
。
戦
前
に
春
日
神
社
　
（
春
日

町
三
丁
目
）
　
の
磯
子
と
し
て
演
じ
ら
れ
て
い
ま

大
間
・
中
間
・
早
間
　
ゆ
っ
た
り
し
た
テ
ン
ポ

で
演
奏
す
る
の
が
大
間
、
速
い
の
が
早
間
で
す
。

【
4
頁
へ
続
く
】

新
刊
紹
介

★
『
練
馬
の
寺
院
』

お
ま
た
せ
し
ま
し
た
ー
畠
切
れ
に
な
っ
て
久

し
く
な
っ
て
い
た
郷
土
史
シ
リ
ー
ズ
3
・
4
の

合
冊
『
練
馬
の
寺
院
』
の
三
訂
版
を
刊
行
し
ま

し
た
。
今
回
の
改
訂
で
は
、
写
真
を
す
べ
て
刷

新
し
ま
し
た
。
区
内
4
5
寺
院
の
歴
史
や
文
化
財

を
紹
介
、
解
説
し
て
い
ま
す
。

A
5
判
・
7

0
頁
二
八
〇
円

★
『
練
馬
の
集
団
学
童
疎
開
資
料
集
T
）
』

集
団
学
童
疎
開
が
始
ま
っ
た
昭
和
1

9
年
に
、

開
進
第
三
国
民
学
校
（
現
、
開
進
第
三
小
学
校
）

の
児
童
が
群
馬
県
磯
部
町
に
疎
開
し
た
時
の
書

簡
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
戦
時
下
の
緊
迫
し
た

状
況
の
中
、
親
元
を
離
れ
た
こ
ど
も
の
生
活
や

心
情
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
資
料
で
す
。

疎
開
先
で
撮
影
さ
れ
た
写
真
な
ど
も
巻
頭
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

A
4
判
・
1
1
2
頁
五
〇
〇
円

発
掘
調
査
は
石
神
井
城
跡
の
構
造
解
明
を
目

的
に
、
区
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
参
加
し
て
、
平

成
1
0
年
か
ら
六
年
間
、
区
教
育
委
員
会
が
行
い

ま
し
た
。
主
郭
と
推
定
さ
れ
て
い
る
範
囲
の
堀

の
調
査
を
手
始
め
に
、
土
塁
や
土
塁
内
側
の
内

郭
範
囲
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
成
果
と
し
て
、

堀
の
規
模
や
形
が
分
か
る
と
と
も
に
、
土
塁
か

ら
常
滑
の
嚢
（
と
こ
な
め
の
か
め
）
、
小
刀
が

出
土
し
た
の
を
は
じ
め
、
内
郭
か
ら
は
、
建
物

跡
の
柱
穴
や
畝
状
遺
構
、
地
下
式
抗
が
見
つ
か

り
、
1
4
世
紀
以
降
の
陶
磁
器
な
ど
が
出
土
し
ま

し
た
。

A
4
判
・
本
文
1
6
頁
　
五
〇
円

※
販
売
・
閲
覧

区
民
情
報
ひ
ろ
ば
＝
練
馬
区
役
所
2
階

郷
土
資
料
室
＝
石
神
井
図
書
館
地
階

（
石
神
井
台
一
丁
目
一
六
番
三
一
号
）

※
区
立
の
図
書
館
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

★
『
起
る
中
世
城
郭

石
神
井
城
跡
発
掘
調
査
の
記
録
』

石
神
井
公
園
内
に
残
る
東
京
都
旧
跡
、
石
神

井
城
跡
の
学
術
発
掘
調
査
の
記
録
で
す
。
カ
ラ

ー
図
版
な
ど
で
、
分
か
り
や
す
く
発
掘
成
果
を

紹
介
し
て
い
ま
す
。

石
神
井
城
は
、
中
世
に
活
躍
し
た
豊
島
氏
の

城
で
す
。
文
明
9
年
（
一
四
七
七
）
　
に
太
田
道

港
に
攻
め
ら
れ
落
城
し
ま
し
た
。

2



ねりまの文化財　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成16年（2004）5月第61号

文
化
財
を
次
代
に
伝
え
る
最
前
線
役

〝
文
化
財
保
護
推
進
員
〃
の
活
動
に
ご
協
力
を
！

「
文
化
財
保
護
推
進
員
」
と
い
う
方
に

お
逢
い
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

練
馬
区
文
化
財
保
護
推
進
員
制
度
は
、

昭
和
6
3
年
に
練
馬
区
文
化
財
保
護
条
例
に

基
づ
い
て
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
推
進
員
の

任
期
は
二
年
間
で
、
平
成
1
6
年
4
月
1
日

付
け
で
第
九
期
日
の
1
2
名
を
委
嘱
し
て
い

ま
す
。
今
期
の
推
進
員
は
、
1
2
名
の
う
ち

5
名
が
新
た
に
推
進
員
と
し
て
就
任
す
る

と
い
う
、
今
ま
で
に
な
い
規
模
で
交
代
が

行
わ
れ
、
担
当
地
域
の
見
直
し
も
行
い
ま

し
た
。推

進
員
の
方
々
は
、
1
2
に
分
け
ら
れ
た

区
内
の
各
地
域
を
担
当
し
て
、
巡
回
や
調

査
を
行
い
な
が
ら
、
区
民
へ
の
お
声
か
け

な
ど
、
文
化
財
保
護
の
た
め
の
地
道
な
活

動
を
続
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
区
が
実
施

す
る
様
々
な
文
化
財
関
連
事
業
に
も
ご
協

力
い
た
だ
き
、
文
化
財
保
護
の
重
要
性
を

広
く
区
民
に
広
め
る
役
割
も
担
っ
て
い
ま

す
。私

た
ち
の
身
近
な
文
化
財
を
守
り
、
次

代
に
伝
え
て
い
く
う
え
で
、
き
わ
め
て
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
推
進
員
活
動
に

ど
う
ぞ
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
致
し

ま
す
。

（訓 部 軍 健 男

1：ン遍 、義 巌

② 岡 本 龍 蔵

弊≒‥賢

菅 、

③ 鈴 木 曹 元

：三二ン㍍
ま、≧′鐙

（再 任 ）

④ 佐 藤 光 治

警′；
妻

（新 任 ）

⑤ 鷲 田　 芳 夫 ⑥ 須 賀 頼 子　′べ祓ゝ…

（新 任 ） （新 任 ） （再 任 ） （新 任 ）

（訂 旛 川 葉 子　転、

感 靂 謬

⑧ 徳 川 連 子

：；；感鱒
ミさ、．．、卸疾ン′
至姦くい鮎 等ミぷ：ここ3：′芦

⑨ 長 坂 淳 子

．迄…沖≦鮎 を這；芳鐙

（再 任 ）

⑩ 奥 野 雅 司

警…L∵賀′機 才

ン簿

⑪ 荒 井 道 子

野潔監

謬rさJ

⑫ 鈴 木 義 範

；妻r効き

∵や彗幣
義ペ表＿鱒甑∴、‥

墨1準

浩だ㌢；
敷三、㌧‥
、、ガ絹〆二手

娘　ン、

（再 任 ） （再 任 ） （再 任 ） （再 任 ） （新 任 ）

一3－
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小
路
家
腹
を
　
二
線
）

登
録
有
形
東
経
財

●
所
在
地
　
桜
台
五
丁
目
一
一
番

●
所
有
者
　
小
林
良
一
さ
ん

昭
和
2
7
年
（
一
九
五
二
）
頃
に
建
て
ら
れ
た

丸
太
小
屋
風
の
清
酒
な
洋
風
住
宅
で
す
。
現
在

の
玄
関
と
北
側
の
和
風
住
宅
は
増
築
し
た
も
の

で
、
一
階
の
ポ
ー
チ
と
居
間
、
二
階
の
寝
室
と

屋
根
裏
部
屋
が
当
初
の
建
物
で
す
。
建
物
は
木

造
二
階
建
て
、
屋
根
は
石
板
を
う
ろ
こ
状
に
葺

い
て
い
ま
す
。
外
観
は
丸
太
を
半
割
り
に
し
た

も
の
を
丸
太
小
屋
風
に
見
せ
外
壁
化
粧
と
し
て

い
ま
す
。
屋
根
は
急
傾
斜
と
緩
傾
斜
を
組
み
合

わ
せ
、
妻
側
は
ハ
ー
フ
テ
ィ
ン
バ
ー
の
キ
ン
グ

ト
ラ
ス
風
化
粧
と
し
、
山
小
屋
風
な
建
物
を
特

徴
づ
け
て
い
ま
す
。
各
部
屋
の
内
部
も
賓
を
尽

く
し
た
田
舎
風
で
山
小
屋
風
な
造
作
と
な
っ
て

い
ま
す
。

芸
能
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
を
主
宰
し
て
い
た
人

が
、
音
楽
ス
タ
ジ
オ
に
付
属
す
る
迎
賓
館
と
し

て
建
築
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
池
を
中
心
と
し
た
庭
も
整
備
さ
れ
、
隣
地

に
は
同
時
期
に
建
て
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
建

築
様
式
が
似
た
建
物
も
現
存
し
て
い
ま
す
。

関
東
大
震
災
や
戦
争
を
契
機
に
、
郊
外
住
宅

地
と
し
て
都
市
化
し
た
こ
の
地
域
の
様
相
が
窺

え
る
建
物
で
す
。
ま
た
、
意
匠
や
建
築
技
術
は

手
間
が
か
か
っ
て
お
り
、
今
後
再
現
す
る
こ
と

が
困
難
な
近
代
建
築
物
で
す
。

※
非
公
開
で
す
。
路
上
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

羞
対
審
忍
尋
常
小
寺
校
の

リ
ー
ド
オ
ル
ガ
ン
二
台
）

登
録
者
野
末
化
射

南側立面図

ハ
ー
フ
テ
ィ
ン
バ
ー
　
木
造
の
柱
や
梁
な
ど

を
組
み
合
わ
せ
た
間
を
壁
材
な
ど
で
充
填

す
る
建
築
構
造

キ
ン
グ
ト
ラ
ス
　
　
　
補
強
材
の
組
み
方
、

こ
こ
で
は
、
妻
外
壁
に
見
え
る
筋
交
い
の

組
み
方
で
す

●
所
在
地
　
郷
土
資
料
室

石
神
井
西
小
学
校
で
使
用
さ
れ
て
い
た
足
踏

み
オ
ル
ガ
ン
で
す
。
帽
1
2
9
彗
奥
行
4
3
彗
高

さ
1
1
2
c
m
で
、
鍵
盤
数
は
3
6
鍵
、
1
1
ス
ト
ッ
プ
で

す
。
彫
刻
な
ど
の
装
飾
が
少
な
い
簡
素
な
も
の

で
す
。
ス
ト
ッ
プ
ボ
タ
ン
二
つ
は
残
念
な
が
ら

欠
損
し
て
い
ま
す
。

ス
ト
ッ
プ
ボ
ー
ド
に
は
「
Y
A
M
A
H
A

O
R
G
A
N
」
と
数
々
の
受
賞
メ
ダ
リ
オ
ン
が

印
刷
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
オ
ル
ガ
ン
内
部

に
は
製
造
番
号
「
N
u
∞
O
N
巴
が
刻
印
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
か
ら
、
日
本
楽
器
製
造
が
昭
和

初
期
に
製
造
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。

我
が
国
で
は
明
治
1
9
年
（
一
八
八
六
）
　
に
始

ま
っ
た
尋
常
お
よ
び
高
等
小
学
校
に
お
け
る
唱

歌
教
育
の
た
め
、
リ
ー
ド
オ
ル
ガ
ン
が
学
校
に

配
備
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
区
内
の
学

校
で
は
明
治
3
0
年
代
に
な
っ
て
唱
歌
が
正
式
課

目
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
オ
ル
ガ
ン
は
石
神
井

西
小
学
校
の
前
身
で
あ
る
石
神
井
西
尋
常
小
学

校
に
昭
和
初
期
に
配
備
さ
れ
た
も
の
で
す
。
昭

和
4
0
年
代
に
は
足
踏
み
式
か
ら
電
動
式
の
ポ
ン

プ
が
つ
い
た
オ
ル
ガ
ン
に
替
わ
っ
て
い
き
ま
し

た
。
国
産
オ
ル
ガ
ン
初
期
の
普
及
型
オ
ル
ガ
ン

と
し
て
貴
重
で
あ
る
と
と
も
に
、
唱
歌
や
音
楽

教
育
の
様
相
を
伝
え
る
資
料
で
す
。

※
常
時
展
示
し
て
い
ま
せ
ん
。

4
↓q≡ミjも享
盲緻配合率100％再生敵を信用しています
尼弓


